
❶ 試行くさび法により計算された道路用擁壁です。

❷ H500～H3000までの豊富なバリエーションにより様々な場面に対応可能です。

❸ 垂直壁のため、用地を有効活用できます。

ダイナウォール
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※ 必要地耐力は標準設計条件の場合を示すものであり、他の条件では異なりますのでご注意ください。
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 寸法図

 寸法表
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背面図

平面図

断面図

H750～2000

H2250～3000



 

※当社製品規格は国土交通省東北地方整備局の標準図に準拠しています。

 参考数量表(10ｍ当り)

 設置歩掛
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6. 上記歩掛は、現場内小運搬（10ｍ程度）までの作業であり、床掘、埋戻し、残土処理は別途計上願います。
7. 諸雑費は、敷モルタル、目地モルタル、排水材の費用であり、労務費及び機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金
    額を上限として計上願います。

1. 上記歩掛は、ブロック⻑さL=2m/個を標準としています。
2. バックホウ（クレーン機能付）、ラフテレーンクレーンは賃料とします。
3. 使用機械は、上表の機種・規格を標準としますが、現場条件により上表により難い場合は、施工上必要な機種・規
    格を計上願います。

4. 雑工種率は、労務費及び機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を計上願います。
5. 基礎砕石の敷均し厚は20㎝以下を標準としており、これにより難い場合は別途計上願います。
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WallL型擁壁



 

ｑ=10kN/㎡
φ=30°
γ=19kN/㎥
μ=0.6

※上記以外の条件についてはお問い合わせください。

 設計条件

 注意事項

上乗荷重
土のせん断抵抗角
土の単位体積重量
摩擦係数

 擁壁

…

下図（b、c)のような施工は危険なため、お止めください。盛土設計の場合、事前にご相談ください。

…
…
…

 ・常時荷重（⻑期）…［(土圧)+(⾃重)+(上載荷重)］
荷重（外力）の組み合わせは下記について検討する。

WallL型擁壁


